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かくのだて歴史案内人組合（畠山聖子組合長）が岩橋家を会場に

開催している「角館冬がたり」は、かくのだて歴史案内人が角館

の歴史や冬の暮らしぶり、枝垂れ桜の話などを地元なまりを交え

て語る冬の風物詩。この日も会場に集まった観光客が、いろりを

囲みながら歴史案内人の語りに興味深く聞き入っていました。

いろりとなまり、角館冬がたり



2月

3月

税の申告
市県民税の申告は3月16日月までです。 忘れずに申告しましょう。

平成27年1月1日現在、仙北市にお住いの方は、仙北市に前年（平成26
年1月1日から12月31日まで）の収入状況を申告しなければなりませ

ん。申告書用紙は1月下旬から税務課、各地域センターおよび出張所の窓

口に備えていますので、3月16日月までに申告してください。

なお、2月5日木から3月16日月まで次のとおり申告相談日を設けます

ので、ご利用ください。

　給与や年金※のほかに、農業や事業を営んでいる方

や、家賃・地代・小作料・受取保険金・譲渡所得（土地、

家屋を売った方）などの収入がある方は申告をしなけ

ればなりません。

収入が全くない方も申告の必要があります。

　申告をしないと、公営住宅入居・児童手当・保育園

入園・公的年金・事業資金の融資等の申請に必要な住

民税の課税・非課税証明書の交付や、国民健康保険税

の軽減制度が受けられませんのでご注意ください。

　また、非課税年金（障害年金、遺族年金等）受給

者についても申告が必要です。

※公的年金等に係る確定申告不要制度について

　平成 23 年分の所得税確定申告から公的年金等の収入金額の合

計額が 400 万円以下で、かつ公的年金等に係る雑所得以外の

所得が 20 万円以下である場合には、税務署への確定申告が不

要となっていますが、市県民税の申告が必要ですのでご注意く

ださい。

　申告書用紙の事前送付はしていません。市役所各庁

舎窓口に備えていますのでご利用ください。（ホーム

ページからもダウンロードできます。）

　農業や事業を営んでいる方で青色申告をされている

方は、申告相談できませんので、直接税務署に申告し

てください。

各会場の初日の午前中は特に混雑しますので、

待ち時間が長くなることをご了承ください。

また、3 月 9 日以降は大変混み合うことが予想

されますので、早めの相談をお願いします。

地区毎に日程を決めていますが、市内

どこの会場でも相談可能です。ご都合

のよい日にご来場ください。

① 税務署に確定申告を提出する方

② 給与収入のみで勤務先から給与支払報告書が税務課

に提出されている方（ただし、各種控除の適用を受

けようとする方は除きます。）

① 印鑑

② 収入額等を証明するもの

 　●  給与所得者や年金受給者は、源泉徴収などの収入

が明らかとなるもの

 　●  事業所得者は、領収書、収支計算書や帳簿類

 　●  その他の所得がある方は、収入額を証明するもの

および必要経費がわかるもの

③ 各種控除の適用を受ける際の証明となるもの

 　（例）○ 医療費、寄付金の領収書　○ 健康保険料、介

護保険料の領収書等　○ 国民年金保険料、生命保

険料、地震保険料等の控除証明書　○ 障害者手帳、

療育手帳、学生証等の証明書　○ 医師等が発行す

る証明書（おむつを使う必要がある方）　○ 福祉事

務所で発行する認定書（寝たきり等による介護を

要する方）

※所得税の還付を受ける場合は、『源泉徴収票』、および『各種領

収書等』の添付が義務付けられています。無い場合は還付が受

けられませんので、必ず事業所等より交付を受けてから申告相

談にきてください。還付金は、口座振込になりますのでご指定

される金融機関口座がわかるものをご準備ください。

申告が必要な方

平成 27 年度市県民税　申告相談日程表

申告書用紙について

問合せ　税務課  ☎43-1117

次の方は原則申告が必要ありません
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上桧木内地区全域 桧木内地区全域

西長野・下延・
雲然・八割地区

神代地区全域

桧木内地区全域

角館町内全域

中川地区 白岩・広久内・薗田地区 西長野・下延・雲然・八割地区

西明寺・小山田・門屋・上荒井・小渕野・西荒井地区

生保内地区全域
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紙風船館 桧木内公民館
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角館交流センター
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西木総合開発センター
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今
年
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬

称
・
階
級
略
）

秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

▼
高
橋
孝
行
（
第
１
分
団
）
▼
櫻
田
英

喜
（
本
部
）
▼
伊
藤
一
美
（
第
３
分
団
）

▼
戸
村
純
厚
（
第
４
分
団
）
▼
武
藤
重

和
（
第
６
部
団
）
▼
鈴
木
靖
夫
（
第
７

分
団
）
▼
後
藤
恭
司
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

▼
荒
木
田
俊
一
（
本
部
）
▼
田
口
志
良

（
第
２
分
団
）▼
山
手
善
美（
第
８
分
団
）

▼
髙
橋
正
司
（
第
８
分
団
）
▼
鈴
木
清

美
（
第
８
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
髙
橋
博
紀
（
本
部
）
▼
浅
利
弘
（
第

１
分
団
）
▼
高
橋
健
（
第
４
分
団
）
▼

佐
々
木
隆
幸
（
第
８
分
団
）
▼
小
玉
一

夫
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
千
葉
雄
清
（
第
２
分
団
）
▼
小
西
芳

雄
（
第
２
分
団
）
▼
福
岡
克
巳
（
第
５

分
団
）
▼
門
脇
成
太
郎
（
第
６
分
団
）

▼
浅
利
敏
美
（
第
６
分
団
）
▼
武
藤
章

（
第
７
分
団
）
▼
佐
藤
大
（
第
７
分
団
）

▼
千
葉
俊
一
（
第
８
分
団
）
▼
加
藤
博

文（
第
８
分
団
）▼
辻
広
勝（
第
９
分
団
）

▼
小
玉
清
良
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
加
藤
正
（
第
３
分
団
）
▼
佐
藤
馨
（
第

４
分
団
）
▼
佐
々
木
優
太
（
第
４
分
団
）

▼
糸
井
登
喜
男
（
第
５
分
団
）
▼
工
藤

正
美
（
第
５
分
団
）
▼
橋
本
正
雄
（
第 

６
分
団
）
▼
布
谷
和
好
（
第
６
分
団
）

▼
安
達
政
治
（
第
７
分
団
）
▼
鈴
木
泰

昌
（
第
９
分
団
）
▼
戸
澤
一
広
（
第
10

分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
柴
田
尚
紀
（
第
１
分
団
）
▼
一
戸
則

雄
（
第
２
分
団
）
▼
古
郡
和
男
（
第
２

分
団
）
▼
髙
橋
英
樹
（
第
４
分
団
）
▼

真
崎
勇
（
第
４
分
団
）
▼
髙
橋
靖
（
第

４
分
団
）
▼
武
藤
建
政
（
第
６
分
団
）

▼
浅
利
寿
（
第
６
分
団
）
▼
草
彅
民
夫

（
第
７
分
団
）▼
髙
橋
秀
作（
第
８
分
団
）

仙
北
市
長
表
彰

【
功
労
章
】

▼
柳
屋
幸
一
（
第
１
分
団
）
▼
畠
山
正

（
第
２
分
団
）▼
戸
村
正
光（
第
３
分
団
）

▼
若
松
昌
樹
（
第
６
分
団
）
▼
新
山
仁

（
第
７
分
団
）▼
高
橋
和
雄（
第
７
分
団
）

▼
鈴
木
浩
一
（
第
９
分
団
）
▼
鈴
木
辰

彦
（
第
10
分
団
）

【
功
績
章
】

▼
千
葉
茂
樹
（
第
２
分
団
）
▼
坂
本
俊

明
（
第
３
分
団
）
▼
真
崎
成
行
（
第
４

分
団
）
▼
大
石
望
（
第
４
分
団
）
▼
藤

村
隆
幸
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤
勇
（
第

５
分
団
）
▼
芳
賀
大
樹
（
第
５
分
団
）

▼
佐
藤
正
輝
（
第
５
分
団
）
▼
佐
々
木

勇
喜
（
第
６
分
団
）
▼
水
平
幹
人
（
第

10
分
団
）
▼
糸
井
直
紹
（
第
10
分
団
）

▼
藤
川
信
喜
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤
敏

之
（
第
10
分
団
）
▼
千
代
信
和
（
第
10

分
団
）

【
無
火
災
分
団
】

《
３
年
間
無
火
災
》
▼
第
３
分
団

《
１
年
間
無
火
災
》
▼
第
６
分
団
▼
第

８
分
団

【
優
良
分
団
】

《
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部　

優
勝
》
▼
第
４
分
団

《
同　

準
優
勝
》
▼
第
８
分
団

《
同　

第
３
位
》
▼
第
10
分
団

【
感
謝
状
】

▼
佐
藤
生
治
▼
千
葉
栄
幸
▼
高
貝
寿
孝

▼
戸
澤
幸
作
▼
堀
川
清
澄
▼
佐
々
木
吉

幸
▼
鈴
木
庄
治
郎

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
中
島
竜
臣
（
第
１
分
団
）
▼
千
葉
光

一
（
第
２
分
団
）
▼
田
村
久
雄
（
第
３

分
団
）
▼
工
藤
康
（
第
３
分
団
）
▼
佐

藤
大
助
（
第
３
分
団
）
▼
三
浦
君
夫
（
第

３
分
団
）
▼
坂
本
博
美
（
第
３
分
団
）

▼
髙
橋
武
彦
（
第
４
分
団
）
▼
小
林
有

博
（
第
５
分
団
）
▼
田
中
樹
（
第
５
分

団
）
▼
佐
藤
明
広
（
第
５
分
団
）
▼
佐
々

木
忠
晴
（
第
５
分
団
）
▼
門
脇
清
彦
（
第

５
分
団
）
▼
堀
登
志
之
（
第
５
分
団
）

▼
柏
谷
匡
（
第
６
分
団
）
▼
橋
本
真
治

（
第
６
分
団
）▼
阿
部
一
公（
第
６
分
団
）

▼
若
松
優
一
（
第
６
分
団
）
▼
橋
本
純

（
第
６
分
団
）
▼
福
井
弘
（
第
７
分
団
）

▼
田
口
雄
介
（
第
７
分
団
）
▼
佐
藤
敬

太
郎
（
第
７
分
団
）
▼
山
田
堅
一
（
第

７
分
団
）
▼
髙
橋
清
嗣
（
第
８
分
団
）

▼
草
彅
伸
（
第
８
分
団
）
▼
小
木
田
成

喜
（
第
９
分
団
）
▼
辻
谷
英
喜
（
第
９

分
団
）
▼
辻
徹
（
第
９
分
団
）
▼
世
良

俊
也
（
第
９
分
団
）
▼
黒
澤
広
志
（
第

10
分
団
）
▼
黒
澤
仁
（
第
10
分
団
）

秋
田
県
消
防
協
会

　

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
渡
辺
祐
介
（
第
１
分
団
）
▼
田
口
徹

（
第
１
分
団
）▼
松
田
朝
生（
第
２
分
団
）

▼
田
口
善
之
（
第
２
分
団
）
▼
稲
田
慎

一
（
第
３
分
団
）
▼
稲
田
智
博
（
第
３

分
団
）
▼
金
子
公
貴
（
第
３
分
団
）
▼

黒
沢
明
（
第
３
分
団
）
▼
大
石
克
寿
（
第

４
分
団
）
▼
藤
原
洋
祐
（
第
４
分
団
）

▼
佐
藤
雅
純
（
第
４
分
団
）
▼
藤
村
誠

（
第
４
分
団
）
▼
飯
島
卓
（
第
４
分
団
）

▼
八
柳
健
太
（
第
５
分
団
）
▼
佐
々
木

太
茂
（
第
５
分
団
）
▼
小
林
浩
明
（
第

６
分
団
）
▼
浅
利
司
（
第
６
分
団
）
▼

金
谷
雅
俊
（
第
６
分
団
）
▼
鎌
川
卓
也

（
第
７
分
団
）
▼
皆
川
勝
（
第
８
分
団
）

▼
髙
村
友
和
（
第
８
分
団
）

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
辻
薫
（
本
部
）
▼
阿
部
康
広
（
本
部
）

▼
伊
藤
誠
司
（
第
１
分
団
）
▼
伊
藤
愛

弓
（
第
１
分
団
）
▼
高
田
将
之
（
第
２

分
団
）
▼
永
井
孝
則
（
第
２
分
団
）
▼

角
田
孝
志
（
第
２
分
団
）
▼
坂
本
要
（
第

３
分
団
）
▼
樋
口
健
二
（
第
３
分
団
）

▼
田
口
信
（
第
３
分
団
）
▼
田
口
恭
平

（
第
３
分
団
）▼
田
口
友
也（
第
３
分
団
）

▼
田
口
仁
（
第
３
分
団
）
▼
田
中
弘
正

（
第
３
分
団
）▼
門
脇
祐
二（
第
４
分
団
）

▼
真
崎
芳
宏
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤
弘

（
第
４
分
団
）
▼
大
澤
健
（
第
５
分
団
）

▼
新
山
清
和
（
第
５
分
団
）
▼
齋
藤
隆

伸
（
第
６
分
団
）
▼
浅
利
隼
太
（
第
６

分
団
）
▼
菅
原
和
美
（
第
８
分
団
）
▼

草
彅
吉
憲
（
第
８
分
団
）
▼
木
村
貴
則

（
第
８
分
団
）
▼
相
馬
勲
（
第
８
分
団
）

▼
石
郷
岡
敦
（
第
９
分
団
）
▼
黒
沢
毅

（
第
10
分
団
）

仙北市消防出初式
防災・防火へ、消防団員の決意も新たに

　

１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
、
市
消
防
団
員
に
よ
る
式
典

と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
分
列
行
進

で
は
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
に
集
合
し

た
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
、
西
明
寺
小
学

校
を
目
指
し
て
力
強
く
行
進
し
、
沿
道

に
訪
れ
た
市
民
か
ら
声
援
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

仙
北
市
民
会
館
に
会
場
を
移
し
行
わ

れ
た
式
典
で
、
門
脇
市
長
は
「
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
。
無
事
故
無
火
災
の
１
年
に
な

る
よ
う
、
行
政
、
関
係
機
関
、
地
域
の

総
力
を
挙
げ
、
27
年
度
を
起
点
に
消
防

団
の
装
備
の
充
実
、
人
員
確
保
、
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
佐
々
木
久
悦
仙
北
市
消
防
団

長
が
「
仙
北
市
消
防
団
へ
の
日
頃
か
ら

の
絶
大
な
支
援
に
感
謝
す
る
。
こ
れ
か

ら
も
団
員
に
は
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
べ
く
日
々
災
害
等
に
備
え
て
い
て

も
ら
い
た
い
。
今
後
、
火
災
予
防
の
徹

底
に
努
め
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
準

備
を
し
て
い
き
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ

ま
し
た
。

無
事
故
無
火
災
の
1
年
に

《第１分団》田沢（春山を除く）・高野・高原　    　《第２分団》潟・春山・石神・中生保内・武蔵野　    　《第３分団》宿・向生保内・刺巻
《第４分団》神代　《第５分団》西明寺　《第６分団》桧木内　《第７分団》角館　《第８分団》白岩　《第９分団》雲沢　《第10分団》中川

紹介を受け壇上で敬礼する新入団員の皆さん。

日頃のご尽力に対し各章が送られました。

上
：
西
木
町
内
を
力
強
く
行
進
す
る
４
４
０
人

の
消
防
団
員
。
雨
ま
じ
り
の
天
候
の
中
、
堂
々

と
し
た
行
進
が
続
き
ま
し
た
。
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お
も
て
な
し
に
笑
顔

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

12月27日
市内ＪＲ各駅

市
内
中
学
生
が
入
選

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

11月25日 ･27日
生保内中・角館中

高
橋
慶
多
君
３
位
入
賞

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

12月7日
東京都　

12
月
７
日
、
第
12
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
空
手
道
選
手
権
大
会
（
東
京
都
練
馬

区
光
が
丘
体
育
館
）
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
参
加
し
た
４
４
８
人
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

小
学
５
年
軽
量
級
の
部
に
出
場
し

た
、
武
心
会
角
館
本
部
道
場
の
高
橋
慶

多
君
（
西
明
寺
小
）
が
見
事
に
第
３
位

に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
更

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
入
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
を
持
ち
、

笑
顔
の
高
橋
慶
多
君
。

地
域
の

話
題

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

仙
北
市
が
秋
田
県
知
事
特
別
賞
受
賞

あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

12月15日
市役所角館庁舎

笑顔で入賞報告をする皆さん。受賞作品は
2015 年 11 月末まで放送されます。（放送時間
は市ＨＰで確認できます。）

　

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
主
催

の
第
12
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手

作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
が
開
催
さ
れ
、

仙
北
市
は
秋
田
県
知
事
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
受
賞
と
な
り
、
Ｃ
Ｍ
制
作
を

し
た
角
館
高
校
放
送
委
員
会
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
12
月
15
日

に
市
長
に
受
賞
の
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
勉
強
を
手
助
け

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室

12月26日～28日
角館交流センター　

12
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の

３
日
間
「
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ

教
室
」
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
小
・
中
学
生
１
４
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
夏
・
冬
の
長
期

休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
自
学
自

習
を
支
援
し
よ
う
と
「
楽
し
い
学

習
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
会
（
菅
原
正

五
郎
会
長
）」
が
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
期
間
中
、
現
職
や
退
職

し
た
先
生
ら
が
「
オ
タ
ス
ケ
マ

ン
」、
地
元
高
校
生
が
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
疑
問
、
質
問
に
丁

寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

12 月 16 日、藤村正喜代表理事組合長から
義援金が門脇市長に手渡されました。

売
上
金
を
寄
附

西
明
寺
小
農
業
体
験
学
習

12月16日
市役所田沢湖庁舎

「
十
五
日
会
」
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
贈
り
物

図
書
館
へ
図
書
カ
ー
ド
寄
贈

12月25日
田沢湖図書館

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
状
交
付

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

12月10日
仙北市　

12
月
10
日
付
け
で
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
次
の
方
々
へ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
赤
平
・
若

神
子
・
八
卦
・
安
久
戸
地
区
は

戸
澤
恵
美
子
さ
ん
、
神
代
・
出

口
・
柴
倉
・
真
崎
野
・
上
卒
田
・

真
崎
地
区
は
真
崎
か
お
り
さ
ん

が
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た

め
活
動
さ
れ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

作
文
を
通
じ
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
税
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
（
納
貯
連
）
が
共
催
で
募
集
し
て

い
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、
山
岡
詩

織
さ
ん
（
生
保
内
中
２
年
）
の
作
品
「
社
会

と
税
金
」
が
大
曲
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議

会
長
賞
に
入
選
し
、
生
保
内
中
学
校
で
大
曲

税
務
署
長
の
代
理
と
し
て
髙
子
浩
管
理
運
営

部
門
統
括
国
税
徴
収
官
が
、
表
彰
状
を
伝
達

し
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
部
愛
さ
ん
（
角
館
中

３
年
）
が
仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

賞
に
入
選
し
、
角
館
中
学
校
で
高
橋
達
仙
北

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
が
表
彰
状
を
伝

達
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
児
童
書
購
入
費
の

一
助
に
と
「
十
五
日
会
」（
平

岡
三
郎
会
長
）
か
ら
田
沢
湖
図

書
館
へ
２
万
５
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
行
わ
れ
た
贈
呈
式

で
、
平
岡
会
長
と
北
都
銀
行
田

沢
湖
支
店
の
赤
坂
和
仁
支
店
長

は
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
良
い
本
に
巡
り
逢
い
、
夢
を

も
っ
て
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア

フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
市

内
Ｊ
Ｒ
各
駅
で
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
で

帰
省
客
や
観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
で
は
、
つ
き
た
て
の
餅
や

お
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
餅
つ
き
の
体

験
も
で
き
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
の
お
出
迎
え

や
田
沢
湖
龍
神
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
角
館
駅
で
も
、
餅
や
御
狩
場
焼
、

お
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

配
ら
れ
る
な
ど
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
も
思
わ

ぬ
歓
迎
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

おめでとうございます

12月15日・1月4日
仙北市

白寿のお祝い

このたび白寿を迎えられた方々に、仙北市
からお祝いと花束が贈呈されました。

12
月
15
日
、
高
橋
フ
ヨ
さ
ん
が
白
寿

を
迎
え
ま
し
た
。

１
月
４
日
、
相
馬
ス
ヱ
さ
ん
が
白
寿

を
迎
え
ま
し
た
。

子どもたちも積極的に勉強に取り組みました。

　

こ
の
度
、
秋
田
お
ば
こ
農
業

協
同
組
合
よ
り
西
明
寺
小
学
校

ネ
ギ
農
業
体
験
学
習
で
得
た
売

上
金
を
全
額
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
ネ
ギ
の
定
植

か
ら
収
穫
、
販
売
体
験
を
行
う

も
の
で
、
今
年
で
４
年
目
。

　

10
月
26
日
の
仙
北
市
産
業
祭

で
６
年
生
22
人
が
販
売
体
験

学
習
を
行
い
、
そ
の
売
上
金

７
万
５
千
円
は
、
栽
培
ほ
場
を

貸
し
出
し
て
い
る
佐
藤
一
也
さ

ん
（
西
木
町
）
の
ご
厚
意
で
市

の
災
害
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
全
額
義
援
金
と
し
て
Ｊ

Ａ
を
通
じ
て
市
に
寄
附
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
五
日
会
文
庫
を
前
に
「
十
五
日
会
」

平
岡
三
郎
会
長
（
左
）
と
赤
坂
和
仁
北

都
銀
行
田
沢
湖
支
店
長
（
右
）。

仙北市納税貯蓄組合連合会長賞を受賞
した渡部愛さん。

大曲地区租税教育推進協議会長賞を受
賞した山岡詩織さん。

上左：角館駅前蔵。上右：JR 角館駅。下左右：JR 田沢湖駅。
催しは大好評で、各駅とも賑わいを見せました。

　真崎かおりさん
（卒田字沖田）☎ 44-2660

神
代
・
出
口
・
柴
倉
・
真
崎
野
・

上
卒
田
・
真
崎
地
区
担
当

　戸澤恵美子さん
（川原若神子）☎ 55-4593

赤
平
・
若
神
子
・
八
卦
・
安
久

戸
地
区
担
当

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

　
１
月
30
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

１
月
30
日 

金
　  

『
夜
間
納
税
窓
口
』
開
設
の
お
知
ら
せ●

問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
７

【
２
月
２
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
第

７
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
）・
第
７
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で

す
。各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況

（
一
般
食
品
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
実
施
日
／

　

11
月
１
日 

土 

～
12
月
26
日 

金 

●
検
査
調
理
場
／
田
沢
湖
・
角
館
・
西

木
の
各
給
食
セ
ン
タ
ー
、
生
保
内
・

神
代
・
に
こ
に
こ
・
ひ
の
き
な
い
・

角
館
（
白
岩
小
百
合
、
角
館
西
、
中

川
）
の
各
保
育
園
、
に
し
き
園

　

仙
北
市
で
は
、
生
活
雑
排
水
対
策
と

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
容
易
に
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
型

と
個
人
設
置
型
で
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
市
が
設
置
す
る

市
町
村
型
を
終
了
し
、
仙
北
市
全
域
を

個
人
設
置
型
へ
移
行
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
等
の
予
定

が
な
い
区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽
（
生

活
雑
排
水
と
し
尿
を
処
理
）
を
設
置
す

る
方
を
対
象
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
ま
す
。
設
置
後
の
維
持
管
理
は
自

　

市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
使
用
料
金
を
使
用

人
数
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
使
用

人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
等
）、
届

け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄

り
の
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
で
、
速

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

等
の
下
水
道
施
設
に
異
物
が
混
入
す
る

と
機
械
が
故
障
し
、
そ
の
復
旧
費
用
は

結
果
的
に
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

布
類
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
水
に
溶
け

な
い
も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
油
類
を
流
す
と
管
路
が
詰
ま
っ

た
り
、
処
理
場
で
水
処
理
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宅
内
桝
は
定
期
的
に
掃
除
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
下
水
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況
（
一
般
食
品
）

平
成
27
年
度
中
に
浄
化
槽
設
置
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

市
町
村
型
浄
化
槽
を
設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

下
水
道
施
設
は
み
ん
な
の
財
産
　
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
施
設
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

※
角
館
地
区
の
保
育
園
で
は
、
角
館
保
育
園

が
給
食
食
材
を
一
括
購
入
し
て
い
ま
す
。

●
測
定
項
目
／
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
セ

シ
ウ
ム
１
３
７

●
測
定
結
果
／
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
10 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

※
50 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
の
測
定
値
が
出
た
場
合

は
食
材
の
使
用
を
中
止
さ
せ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

己
負
担
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
分
担
金

と
毎
月
の
使
用
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
下
水
道
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
状

況
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
事
業
を
完
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
す

る
事
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
２
２
９
６

や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
・
入
院
等
で
長
期

に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
２
２
９
６

●
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
２
２
９
６

●下水道施設に混入する異物には次のよう
なものがあります。

トイレ
ティッシュ、布類、紙おむ
つ、衛生用品など

風呂
タオル、排水口にたまった
髪の毛など

台所
油類、野菜くず、割り箸、
スプーンなど

　

仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
正
し

い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
で
元
気
に

暮
ら
す
た
め
の
指
針
と
し
て
「
第
２
期
仙

北
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
食
育
」
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
関
連
情
報
を

掲
載
し
ま
す
の
で
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

便
利
な
「
中
食
」
と
は
？

～
食
を
選
択
で
き
る
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
～

　

「
外
食
」
と
は
、
食
堂
や
レ
ス
ト
ラ

ン
等
に
で
か
け
て
食
事
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。「
内
食
」
は
外
食
の
対
語
で
、

家
で
素
材
か
ら
調
理
し
た
も
の
を
食
べ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
一
方
、「
中
食

（
な
か
し
ょ
く
）」
と
は
、
外
食
と
内
食

の
中
間
に
あ
り
、
惣
菜
や
弁
当
な
ど
を

買
っ
て
帰
り
、
家
で
食
べ
る
こ
と
、
あ

る
い
は
そ
の
食
品
を
い
い
ま
す
。

　

昨
今
、
女
性
の
社
会
進
出
や
生
活
時

間
の
多
様
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
等
と

相
ま
っ
て
、「
中
食
」
を
取
り
入
れ
て

食
事
す
る
方
々
が
増
え
て
お
り
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
習
慣
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
思
春
期
（
中
高
生
）
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
は
部
活
動
や
受
験
勉
強

で
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、
食
生
活
も

乱
れ
気
味
で
す
。
ま
た
、
卒
業
後
は
保

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日

食
育
っ
て
何
だ
ろ
う

？護
者
の
も
と
で
の
生
活
か
ら
社
会
へ
と

生
活
環
境
と
と
も
に
食
生
活
が
大
き
く

変
化
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
た
め
、

食
は
自
分
自
身
の
選
択
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
、
正
し
い
知
識
や
選
択
す
る
力

を
習
得
し
た
い
も
の
で
す
。

　

17
歳
か
ら
19
歳
は
骨
量
が
ピ
ー
ク
に

な
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
の
骨
量
が

少
な
い
と
、
将
来
、
骨
粗
鬆
症
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
小
魚
な
ど
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る
と
と
も
に
、
継

続
的
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
肥
満
に
対
す
る
注
意
は
必

要
で
す
が
、
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
将

来
の
健
康
を
害
し
ま
す
。

  

今
か
ら
、
食
は
自
分
自
身
の
選
択
に

な
る
こ
と
を
意
識
し
、
食
に
対
す
る
正

し
い
知
識
や
食
を
選
択
で
き
る
力
を
習

得
し
、「
中
食
」
を
上
手
に
取
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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新
し
く
何
か
を
学
び
た
い
、
趣
味
や
特
技
を

持
ち
た
い
な
ど
と
思
っ
て
も
教
え
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
に

は
、
市
内
に
住
む
様
々
な
分
野
の
講
師
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
の
方

を
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の

講
師
の
方
が
い
ま
し
た
ら
生
涯
学
習
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

仙北市生涯学習人材バンク講師一覧
一般（生涯学習、教育など）

氏名 キーワード

田村 雄幸 英語指導

大石 貴志子 話題提供（生涯学習、
ボランティア活動）

芸術（美術・工芸・舞踊・茶道など）

氏名 キーワード

浅利 めぐみ とんぼ玉づくり

中野 キワ 舞踊、手踊り

赤倉 羊子 踊り（北浦音頭、西
木音頭）、茶道

熊谷 勇一郎 茶道（抹茶）指導（玉
川遠州流教授）

熊谷 弘子 茶道（煎茶）指導（玉
川遠州流煎茶教授）

戸澤 徳昭 山野草の寄せ植え

藤岡 トミ子 七宝焼き

佐藤 生治 水墨画

白籏 中 書の指導

廣川 潔 コーキング像作り、
マジックの演示

仙
北
市
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
講
師
紹
介

生
涯
学
習

生涯学習課　 ☎ 43-3383
田沢湖公民館 ☎ 43-1061
角館公民館　 ☎ 54-1110
西木公民館　 ☎ 47-3100

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　
次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
情
報

大きなタペストリーの前で記念撮影。一緒に始め
ませんか。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　

20
年
以
上
活
動
を
続
け
て
い
て
、

仲
間
と
作
品
の
完
成
を
楽
し
み
に

励
ま
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
布
で
バ
ッ
グ
・
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
・
人
形
な
ど
を
作
り
角
館
地

区
文
化
祭
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

年
に
一
度
開
催
す
る
キ
ル
ト
展
に

向
け
て
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ル
ト

に
挑
戦
し
、
２
㍍
近
く
あ
る
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ

ル
ト
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

編
み
物
教
室

　

①
ス
ト
レ
ッ
チ 

②
ボ
デ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

③
ス
テ
ッ
プ
等
の
メ
ニ
ュ
ー
で
健
康
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
の
振
り
付
け
を
覚

え
る
こ
と
で
痴
呆
症
防
止
、
普
段
使
わ
な
い
部

分
を
動
か
す
こ
と
で
身
体
操
作
の
低
下
防
止
に

　

棒
針
編
み
と
機
械
編
み
の
教
室
で
す
。
カ
ラ

フ
ル
な
毛
糸
を
使
っ
て
セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
等
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
し
ゃ
れ
な
一
着
を
編

み
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
基
本
か
ら
縫
い
合
わ

せ
ま
で
個
別
に
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

※
か
ぎ
針
編
み
は
対
象
外
で
す
。

《
日
時
》
２
月
16
日
～
20
日
、
23
日
～
27
日
の

10
日
間　

９
時
～
16
時

《
会
場
》
山
鳩
館
『
和
室
』（
旧
上
桧
木
内
中
学
校
）

《
講
師
》
小
松 

永
子 

氏　
《
受
講
料
》
無
料

《
募
集
人
員
》
10
人

《
持
ち
物
》
編
み
物
道
具
、
毛
糸
等
（
材
料
は

各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

《
申
込
み
》
１
月
19
日 

月 

～
30
日 

金 

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

お
知
ら
せ

第２回

役
立
ち
ま
す
。
６
回
の
レ
ッ
ス
ン
で
振
り
付
け

を
完
成
さ
せ
て
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
よ
う
に
踊
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

《
日
時
》
１
月
29
日
、
２
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
、
３
月
５
日
（
毎
週
木
曜
日
） 

14
時
～
15
時

《
会
場
》
西
木
公
民
館
『
大
会
議
室
』

《
講
師
》
進
藤 

臣
智 

氏　
《
受
講
料
》
無
料

《
募
集
人
員
》
15
人
（
先
着
順
）

《
持
ち
物
》
運
動
の
で
き
る
服
装
、
ス
ニ
ー
カ
ー

（
内
履
き
用
）

《
申
込
み
》
１
月
19
日 

月 

～
23
日 

金 

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活動日時   毎月第 1 水曜日  10：00 ～ 16：00
活動場所   角館交流センター   会員数   29 人

《敬称略》

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
１
月
16
日 

金 

～
30
日 

金

●
募
集
住
宅
／

【
さ
く
ら
ぎ
の
里
Ｄ-

１-

２（
築
17
年
）】

◎
住
所
／
角
館
町
雲
然
荒
屋
敷
４
０
９

◎
規
格
／
３
戸
長
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
２
階
建
て

◎
月
額
家
賃
／
２
万
２
９
０
０
円
か
ら

（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
１
区
画
２
０
５
０
円

【
菅
沢
住
宅
４-

49
（
築
35
年
）】

◎
住
所
／
角
館
町
菅
沢
42-

61

◎
規
格
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
の
１
階

◎
月
額
家
賃
／
１
万
５
６
０
０
円
か
ら

（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
駐
車
料
な
し

【
公
園
南
団
地
３-

２
（
築
28
年
）】

◎
住
所
／
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野

１
０
５-

８
９
５

◎
規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
の
３
階

◎
月
額
家
賃
／
２
万
１
２
０
０
円
か
ら

（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
駐
車
料
な
し

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の
納
付
、

連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
抽

選
日
か
ら
10
日
以
内
）

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋
外
給

排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は
電
気
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条

件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
姻
の

予
約
者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

　

15
万
８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
は
25
万
９
０
０
０
円
以
下

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
昭
和

31
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は

申
込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に
都
市

整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、田
沢
湖
・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通
（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
26
年
度
市

県
民
税
課
税
証
明
書  

各
１
通
（
所

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る

も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本

１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚

姻
予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受

給
証
明
書　

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本　

１
通

●
業
務
内
容
／
保
育
園
業
務
全
般
に
従

事
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
／
若
干
名

●
募
集
要
件
／
保
育
士
資
格
有

●
雇
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
27
年
９
月
30
日
（
契
約
更
新
の

可
能
性
あ
り
）

●
募
集
期
間
／
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

紹
介
状
と
履
歴
書
を
子
育
て
推
進
課

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法
／
面
接
に
て
選
考

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
０

仙
北
市
臨
時
保
育
士
の
募
集

10時～11時

　　山のはちみつ屋

11時30分～12時30分

　　仙北市役所田沢湖庁舎

13時30分～14時30分

　　たざわこ清眺苑

15時～16時

　　田沢の郷

10時～12時、13時～16時

　　ワンダーモール

問合せ　保健課  ☎ 55-1112

18日日

23日金

１月の献血日程
全血

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま

す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

書
類
審
査
の
上
、
公
開
抽
選
（
申
込

人
に
よ
る
く
じ
引
き
）を
行
い
ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
２
月
10
日 

火  

14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
庁
舎　

開
発
セ
ン

タ
ー
２
階　

農
林
研
修
室

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課  

住
宅
公
園
係

　
（
西
木
庁
舎
）　

☎
（
43
）
２
２
９
５
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OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

OSHIRASE NAVI募集OSHIRASE NAVIお知らせ

税務署からのお知らせ
　平成 27 年 1 月 1 日以降の相続また

は遺贈に関する相続税については、基

礎控除の額が引き下げられ、次のよう

になります。

3,000万円＋（600万円×法定相続人の数）

※亡くなられた人から相続等によって

財産を取得した人それぞれの課税価

格の合計額が、相続税の基礎控除額

を超える場合、財産を取得した人は、

相続税の申告が必要となります。

【問合せ】大曲税務署 個人課税第一部

門  ☎ 0187-62-2191　※税務署

での面接による個別相談を希望され

る方は、あらかじめ電話等で予約の

うえ、税務署へお越しください。

大曲労働基準監督署の移転に
ついて
　秋田労働局の大曲労働基準監督署が

次のとおり移転となります。

【所在地】（移転前）大仙市大曲日の出

町 1 丁目 20-12　（移転後）大仙市

大曲日の出町 1 丁目 3-4 大曲法務

合同庁舎 1 階

【電話・ファックス番号】☎ 0187-

63-5151　FAX 0187-63-5141

（共に変更なし）

【移転後の業務開始日】2 月 2 日 月 

【問合せ】秋田労働局 総務部総務課  ☎

018-862-6681

仙北市体育協会
スポーツ賞受賞者の推薦について
　仙北市体育協会では、平成 26 年度

の功績が顕著な人を表彰する準備を進

めています。仙北市に在住、在勤、在

学する方で、スポーツ振興に寄与し、

実績が顕著な方を推薦募集します。

【対象賞】功労賞、栄光賞、奨励賞、指

導者賞、普及振興賞、特別賞（受賞

の基準、規程がありますので、詳し

くはお問い合わせください）

【募集期限】2 月 13 日 金 

【受賞式】3 月中旬、角館樺細工伝承館

の予定です。

【問合せ】仙北市体育協会（FAX 共通）

☎54-3474  

仙北地域振興局
『元気なふるさと秋田づくり』

顕彰事業
　地域固有の様々な課題の解決に向け

て、自立的・主体的な活動に取り組み、

他の模範となっている団体・個人を募集

しています。応募いただいた中から選考

のうえ受賞者を決定し、表彰します。

【募集期限】1 月 30 日 金

【表彰対象】大仙市、仙北市および美郷

町にある個人・団体で次の要件を満

たすもの  ①地域のための活動に継続

的に取り組んでいること  ②その活動

が、今後も地域で広がることが見込

まれ、他の模範となっていること

【応募方法】表彰を受けようとする団体・

個人（他薦も可）は、推薦調書を仙

北地域振興局に提出してください。

【問合せ】秋田県仙北地域振興局 地域

企画課企画振興班  ☎ 0187-63-

5114

秋田県立大学で学んでみませんか
科目等履修生・聴講生募集

　学びたい授

業を正規学生

と一緒に受講

できる『特定

の授業科目の

単位修得を目

的とする科目等履修生』と『単位の修得

を目的としないが特定の授業科目を聴講

する聴講生』を募集しています。

【対象】企業に勤めていて専門知識を深

めたい方、生涯学習として興味のある

分野を学びたい方など

【募集期間】1 月 26 日 月 ～ 2 月 13 日 金 

【入学試験】選考は提出書類の審査によ

り行います。提出書類は願書、履歴書、

最終学歴の卒業（修了）証書等。

【問合せ】 ▼生物資源科学部／研究科　

秋田県立大学 教育本部 学生チーム

（秋田キャンパス事務室内）  ☎018-

872-1500　 ▼ システム科学技術

学部／研究科　秋田県立大学 教育本

部 教務チーム（本荘キャンパス事務

室内）  ☎0184-27-2000

仙北市総合情報センター主催（第５回）
パソコン講座受講生募集
① パソコン基本（４日間）

【内容】マウス･キーボード操作、文字入

力、インターネット、電子メールなど

【対象】初心者

【日時】2 月 4 日 水 、5 日 木 、10 日 

火 、12 日 木 13:00 ～ 16:00 

②ワード基本（２日間）
【内容】文章、グラフ作成など

【対象】パソコン基本操作をおおよそ習

得している方

【 日 時 】2 月 18 日 水 、19 日 木 

13:00 ～ 16:00

①②共通
【使用するパソコン】Windows 7

【場所】仙北市総合情報センター 研修

室（角館町田町上丁 23）

【定員】各 30 人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土･日･祝日を除く）  ☎43-3339

※テキストについては、学研の『わ

か る パ ソ コ ン 入 門　Windows7』

（1,200 円）を書店（ブックイン

105 など）で購入し持参願います。

『角館雛めぐり』事業推進委員会主催
『花と水引細工の雛飾りアレ

ンジ』教室
　2 月 21 日から開催される『角館雛

めぐり』に先立ち、地元の皆さんも各

家庭や各店舗でお雛様と一緒に雛祭り

用のフラワーアレンジメントを飾って

みませんか。

【日時】2 月 10 日 火 13:30 ～ 15:30 

【場所】角館交流センター

【材料代】2,000 円

【申込期限】1 月 30 日 金

【持ち物】花ばさみ、木工用ボンド、お

手拭き、黒・赤ボールペン

【講師】フレッシュ＆ドライ代表　太田

千草さん

【申込・問合せ】仙北市商工会角館本所  

☎54-2304

３月３日は桃の節句
『飾り巻き寿司』でおひなまつり
　節句を祝う巻き寿司作りの参加者を

募集しています。先生のほっこりした

教えで、思わず感激する作品が出来上

がります。初めての方もぜひご参加く

ださい。

【日程】2 月 18 日 水 または 26 日 木 

※どちらかひとつを選んでお申し込

みください。

【時間】13:15 集合　13:30 開始

【場所】旧石黒（恵）家

　（角館町表町上丁 1 番地）

【参加費】2,000 円

【定員】各日10人（定員になり次第締切）

【申込】1 月 16 日 金 ～（厳守）

【持ち物】エプロン、三角巾、おしぼり

【講師】仲野谷るみ子さん

【申込・問合せ】仙北市教育委員会 文

化財課  ☎43-3384

※旧石黒（恵）家は、冬期間も公開し

ています。9:00～16:30。月曜定休。

（月曜が祝日の場合は火曜休館）

生保内地域運営体主催
料理講習会
　山の芋等を使った家庭でも作れるレシ

ピを紹介します。ぜひご参加ください。

【日時】2 月 8 日 日 10:00 ～ 12:00 頃

【場所】田沢湖健康増進センター調理室

（田沢湖病院内）

【参加費】無料（試食あります）

【人数】先着 30 人

【申込期限】1 月 30 日 金

【講師】田沢湖庖和会 会長 斉藤忠一さん

【申込・問合せ】仙北市田沢湖地域セン

ター  ☎43-1147

秋田県・仙北市主催
雪下ろし技能講習会
　近年、雪下ろしによる事故が多発し

ていることから、市では昨年度より秋

田県と共催で安全な作業のために『技

能講習会』を開催しています。今年度

も以下の日時で開催します。

【日時】1 月 22 日 木 10:00 ～

【場所】神代就業改善センター、神代出

張所車庫および駐車場

【内容】安全講習および実技指導（防寒

着をご準備ください。）※どなたでも

参加できます。（申込不要）

【問合せ】仙北市企画政策課  ☎ 43-

1112　

※毎年、雪下ろし中の転落事故が多発

しています。雪下ろしの際は、ヘル

メット・安全ロープなどで身を守り、

2 人以上で作業しましょう。屋根か

らの落下に十分注意してください。OSHIRASE NAVI相談

秋田弁護士会から
無料法律相談を開催します
　秋田弁護士会では、より身近でお気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談

できるよう、仙北市と共催で次のとお

り無料法律相談を開催します。

【日時】1 月 28 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】草薙秀樹弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題

全般のご相談）　◎サラ金・クレジッ

トなど多重債務のご相談　◎中小企

業・個人事業に関するご相談　◎高

齢者・障がい者に関するご相談　◎

交通事故に関するご相談　◎子ども

に関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予

約してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【 相 談 時 間 等 】1 日先着 5 人。1 人

30 分以内。（① 13:30 ～ 14:00　

② 14:05 ～ 14:35　 ③ 14:40 ～

15:10　 ④ 15:15 ～ 15:45　 ⑤

15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、

あらかじめ話の内容をまとめてきて

ください。相談に必要と思われる資

料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

１月２６日は『文化財防火デー』
　1 月 26 日は、法隆寺金堂壁画が焼

損した日（昭和 24 年）に当たるので、

この日を『文化財防火デー』と定めま

した。文化財を火災、震災その他の災

害から守るため、全国的に文化財防火

運動を展開し、住民の文化財愛護の意

識を高揚させようとしたものです。

　文化財は国民共有の貴重な財産であ

ることを再認識し、みんなの力で災害

から守りましょう！

【問合せ】 ▼仙北市教育委員会 文化財

課  ☎43-3384　 ▼角館消防署  ☎

54-2302

OSHIRASE NAVIイベント

第４回仙北市総合美術展
　第 4 回仙北市総合美術展が開催され

ます。ご来場をお待ちしています。

【会期】2 月 4 日 水 ～15 日 日 （9 日 

月 は休館日）

【会場】角館町平福記念美術館

【開館時間】9:00 ～ 16:30（入場は

16:00 まで）

【展示作品】絵画、書、写真、工芸、手

芸、俳句、短歌等

【入場料】150 円。仙北市民、角館高

校生、中学生以下の方、本展出品者

は無料

【問合せ】仙北市総合美術展実行委員会

（仙北市教育委員会生涯学習課内）☎

43-3383
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1/
１６ 金 ●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30） 1/1･P18

１７ 土
●仙北市景観シンポジウム（角館樺細工伝承館 13：30 ～） 1/1･P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 1/1･P13

●小学生冬休みスキー教室（たざわ湖スキー場・田沢湖スポーツセンター） 1/1･P21

１８ 日
●献血（詳しい時間・場所は10 ページをご覧ください） P10

●小学生冬休みスキー教室（たざわ湖スキー場・田沢湖スポーツセンター） 1/1･P21

１９ 月 ●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～12：00） 1/1･P22

２０ 火 ●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） 6/1･P13

２１ 水

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00） 1/1･P18

●こころの相談（健康管理センター） 1/1･P18

●メタボ予防教室初回勉強会（田沢湖健康増進センター） 1/1･P19

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 1/1･P21

●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16:00） 1/1･P22

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

●平成27年度分　軽油引取税免税証（農業用）交付申請書集合（仮）受付（田
沢湖総合開発センター10：00 ～11：30・13：00 ～15：30） 12/16･P13

２２ 木

●雪下ろし技能講習会（神代就業改善センター、神代出張所車庫・駐車場10：00 ～） P12

●わくわく広場（さくラッコ10：30 ～11：30） 1/1･P17

●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16:00） 1/1･P22

●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

２３ 金 ●献血（詳しい時間・場所は10 ページをご覧ください） P10

２４ 土 ●衣類のリサイクル教室（西木公民館 13：00 ～16：00） 12/1･P28

２５ 日

２６ 月 ●エコクラフトのかご作り 28日まで（西木公民館 10：00 ～12：00） 1/1･P20

２７ 火

２８ 水

●無料法律相談（角館交流センター13：30 ～） P13

●こころの相談（角館交流センター） 1/1･P18

●行政相談所開設日（桧木内出張所 13：00 ～16：00） 1/1･P21

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00 ～ 20：00） 9/1･P10

２９ 木
●リズムダンス教室（西木公民館 14：00 ～15：00） P11

●第4回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16･P12

３０ 金
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00） P9

●平成27年度分　軽油引取税免税証（農業用）交付申請書集合（仮）受付（西
木総合開発センター10：00 ～11：30・13：00 ～15：30） 12/16･P13

３１ 土

2/ １ 日
● 33歳厄祓い・祝賀会（角館總鎭守神明社・グランデールガーデン） 12/1･P32

● 42歳厄祓い・懇親会（角館總鎭守神明社・ニュー大切） 12/1･P32

２ 月

３ 火 ●こころの相談（田沢湖健康増進センター） 1/1･P18

４ 水

●第4回仙北市総合美術展 15日まで（角館町平福記念美術館 9：00 ～16：30） P12

●第5回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） P12

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13：00 ～16：00） 1/1･P19

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

仙北市カレンダー １/１６金  ～２/４水

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱仙北印刷所
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SR　我が家の押入れに頭をつっ
こんでみると、あちらこちらに
空箱が…。それらを片付けただ
けでだいぶすっきりしました。
職場のデスク回りも目に見える
ところはそれなりに片付けてい
る（つもり）のですが、引出し
の中はそこそこ荒れ模様。外も
中もきれいに整えて仕事に向か
うよう心掛けていきたいです。

TK　 イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 の
ニュースを見かける機会が増え
ました。以前に 2 年続けてかかっ
てしまったことがあってからは、
予防接種をしたり、手洗い・う
がいなどの予防策をしたりと人
一倍気を付けるようになりまし
た。これから流行のピークを迎
えるようですのでみなさんもく
れぐれもお気を付けください。

YR　お正月、今回の表紙「角館
冬がたり」にお邪魔して撮影の
お願いをしました。突然にもか
かわらずご協力いただきありが
とうございました。畠山組合長
のほか皆様にはご迷惑をおかけ
しました。興味深いお話に、楽
しく勉強になった 30 分でした。
詳しくは市のＨＰからも確認で
きます。
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